                   北信高等学校弓道競技規則　

                                                                  北信高体連弓道専門部

この規則は総合体育大会および新人大会に適用するものとする。

１，大会参加について

（１）参加資格

　　ア、北信高等学校体育連盟加盟校の生徒で、高体連登録済の者に限る。

　　イ、４月１日現在で、満19才未満の者で、在学する学校長の承認を得た生徒。

（２）参加および人数について

ア、参加制限については、総合体育大会は、各校とも団体男女２チーム以内とする。新人大会は、各

校とも団体男女５チーム以内とし、個人戦の人数については協議して決定する。

　　イ、総合体育大会における、団体の編成は、監督１名、選手５～７名とし、全日制と定時制の課程の生徒による編成は認めない。新人大会については、監督１名、選手３～４名とする。

（３）特別参加

　　・　長野高専の参加を認める。

（４）参加料

　　・　北信高等学枚体育連盟の定める参加料（４００円）を、参加申し込みと同時に納入する。

２，競技

（ｌ）競技の種目、種別、および規格

　　ア、種目は、近的競技とする。

　　イ、種別は、男子の部、女子の部とする。

　　ウ、種類は、団体競技、個人競技とする。

　　エ、標的は３６㎝霞的を使用し、射距離は２８ｍとする。

（２）競技の方法

　　ア、個人競技

・　１回戦、２回戦を実施し、合計的中数により順位を決定する。当面は大会運営上２回戦への出場については、男女共的中数の基準をクリアーした者はすべて２回戦へ出場ができる。　　

・　優勝決定戦および代表決定戦は射詰競射により順位を決定する。その他は遠近法による。

　　・　矢返しは４ツ矢が終わるごとに行い、１本ごとには行わない。（予備矢については義務付けない）

　　イ、団体競技

· １回戦は各自４射、計２０射を行う。２回戦も各自４射を行い、１・２回戦の合計的中数により順位を決定する。同中の場合は、競射にて順位を決定する。（予備矢については義務付けない）

当面は大会運営上２回戦への出場については、男女共各校１チームは認める。また的中数の基準をクリアーしたチームはすべて２回戦へ出場ができる。　　

　　ウ、競技順序

· 男子、女子の部の順番は、１年交代とし、県大会の順番に合わせていく。また１日目は個人戦とし、２日目は団体戦とする。

３，行射

（ｌ）春は坐射、新人大会は立射とする。

（２）個人戦は競技の間合いで行射すること。

（３）団体戦は８分（６分）以内で行射すること。７分３０秒（５分３０秒）で予鈴とし、８分（６分）を越える矢は無効とする。（　）内は新人大会

（４）進行係の「起立」の合図でイスから立ち、本座に進む。進行係の「はじめ」の合図により、立ったまま揖をしてから射位へ進むこと。競技時間については、「はじめ」の合図によって始り、最後の射手の、最後の離れで終わる。

４，選手の交代

（１）団体選手の交代は３回までとし、申込書に記載した選手以外は認めない。

（２）団体選手の交代は、競技開始後の交代を認める。それぞれ所定の用紙に記入して、招集時までに招集係に届け出ること。ただし、同中競射での選手交代は認めない。

（３）所定の交代をした後に選手に事故が生じて欠場する場合は、欠員のままとする。

５，招集

　　・　射場へ入場するまでに集合しないときは、その時に限り、その選手は棄権とする。そのために欠員が生じても、欠員のままの団体とする。

６、表彰

　　・　団体男女、個人男女とも、３位まで行う。（Ａ・Ｂチームすべて対象とする）

　　　　ただし、県大会代表校については、学校代表であり順位を詰めていき、県大会代表チーム数にしていく。

７，弓具

　　・　全日本弓道連盟の競技規則の弓具規定による。

８，応援

　　・射場外の応援は、「よし」の発声または拍手とする。

９，服装

　　・　競技の服装は次のとおりとする。

（ｌ）弓道衣（白）,袴（黒または紺）とし、白足袋を着用のこと。

（２）鉢巻を使用する場合は、長さは肩までとし、無地で、校名、校章、氏名に限り入れてもよい。

（３）弓道衣に校名、校章を入れる場合は片袖に限る。

（４）女子の胸当ては無地とし、校名、校章その他を入れないこと。

（５）リボン、その他装身具類は禁止する。また各校の生活の規則を守り参加すること｡

（６）袴の着用については、射位において袴の裾が床に着かないようにすること。

10，その他

（１）あたり、はずれ、等は、全日本弓道連盟競技規則による。

（２）ゼッケンはきちんと右腰前につけること。

（３）以上の規則以外のことについては、全国高等学校体育連盟弓道競技規則を適用する。また競技委員長の裁定に従うこと。

